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仏 本 行 集 経 の編 纂 と Lalitavistara

岡 野 潔

仏本行集経(abbr. 仏)の 末尾にあげ られた五仏伝の名に Lalitavistara (L)に

あたる名はない。薩婆多師の 『大荘厳』はLの 漢訳たる方広大荘厳経(方)に 訳

名が似るが, 両者は異なる仏伝である。なぜなら, 仏701b7-10に 「薩婆多師復

作是言」 として述べ られているのは馬鳴のBuddhacarita(Bc)II. 18詩 節にあた

る文である(!)が, その直前に「或有師言」として述べられているのはL98. 6-9

の引用なのである。 このことか ら, 薩婆多師の 『大荘厳』 これはBcを 散文

に書 きなおした仏伝の1つ ではなかつたか とLと は別であることがわかる。

こうして五部派の仏伝の中にLの 名を見出すことはできないが, それはLが 大乗

経典であつて部派所属の外にあつたためであろ う。Lを 引用した際に, 部派の名

をあげず 「師」としか言つていないのはそのためであろ う。名はないが実際に仏

の編纂にLが かな り利用されたことが, 仏をその素材に解体 してみる作業で明ら

かになって くる。仏 とL, 及び仏とLの 異本たる方や普曜経(普)と の逐字的な

一致は66箇 所見出される(以 下Lは Lefmann 本 を用い, 仏等は大正蔵を用いて, 頁 ・

段 ・行の数字で示す):

1679a13-lb25・=・23.10-24. 21; 2679b26-c22=25.5-22[1と2

は 連 続 す る]; 3680b20-c24=29. 14-30. 19; 4680c25-682b6=

31. 8-36. 4; 5'691b5-c23≒98. 13-99. 16; 6701b2-6=98. 6-9[師

有 り、 と い う 引 用 と し て]; 7701c1-20=100. 8-19; (8A702

b11-c14=121. 1-122, 2>, 8B702c14-703a4=122. 2-123. 12; 9

703b16-704a15=124. 9-126. 18; 1 0 704a16-c13127. 3-128. 8;

11 706a21-707a17=129. 12-132. 22[L130. 1-5に あ た る 部 分

は 普 と 仏 の 両 方 に な し; 仏707a5-17に あ た る 方 な し]; 12

707b17-c3=136.10-137. 8; 13 707c4-708a9=141. 8-142. 19; 

14 708b19-709a6=142. 20-144.9[13と14は 本 来 連 続 し

て い た]; 15 709a6-710b13=145.14-150.22; 16 710b23-c

28=153. 21-155. 6[L155. 6-13は 省 略 さ れ た?]; 17710c29-

711x4=155. 14-19; 18711c14-712x19=152. 8-153. 14; 19712

a27-b27≒144. 10-145. 7[19は14と15の 間 か ら も っ て こ ら

れ た の か、 別 の 仏 伝 を 利 用 し た の か 不 明]; 20716c19-717c4
=175. 17-179. 4[717b10-c4(=L178. 3-179. 4)に あ た る 方 な し]

21 717c6-718b2=173.11-175. 14; 22 718b3-719c8=170.7-

173. 8[718b3-10(=L170.7-14)に あ た る 方 な し][20か ら
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22は 連 続 す る]; 23721a7-a7方571a28-b12=L普 な し; 

24 721c5-722a6=方571b17-c10=L普 な し; 25 725c14-26認

200.20-201.1-0; 26 727b12-728b9≒方571c16-:572a21=普Lな し

(cf.194.7-197.20); 2722913-b3=207.2-208.5; 28729b28-

c2≒209.12-15; 29729c4-730x1=217.16=218.18[28と29は

方 で の み 連 続 し て い る]; 30739c11-293227.5-19=方 な し(cf.

576a7); 31 740a4-24=方577a29-b11=L普 な し; -32 740b1-29

=方577b1.1-c1=L普 な し[31と32は 連 続 す る]; 33 743b10

-744a14=方578a13-b14=L普 な し; 34 764c7-765a22=246.6-

247.22; 35 766b22-767a2≒581b2-20(cf.L251.6-252.4); 36

769b3-770a8=260.17-263.20; 37772b22-c29=272.8-273.8; 

38 773a1-23=方.587a20-b5(=cf.L275.17-276.9); 39 773a

23-b16=286.9-287.1(773a23-b18=方587b5-15); 40 774b21-c21

=284.11-285.16[774b29-c4がLよ り 余 分]; 41774c22-

776a29=299.19-305.3[仏776a11-29に あ た る 方 な し]; 42

776c17-777a20=305.4-306.9=普 方 な し[魔 物 の 描 写 がLで は

307.13ま で 続 い て い る に も か か わ ら ず 仏 で は306.9ま で し か な い

]; 43 779b15-781a20=308.15-316.18 [L309.9-13; 310.1
-5, 312.9-11, 313.15-314.5(す べ て 韻 文)は 普 と 仏 に 共 通 し て

欠 け る]; 44781a21-22=普51911-12-L方 な し; 45781a

23-29=319.17-22[43か ら45は 普 で は 連 続 す る]; 46781

c9-783c20=321.6-329.18[L326.1-329.14に あ た る 方 な し]; 

47 783c21-784a2=方593a18-26=L普 な し; 48784a3-9=329.

19-330.4; 49 784a10-b2=330.10-331.19=方 な し[4.5か ら

49は 連 続 す る]; 50784b13-16=336.11-15=方 な し; 51

784b17-20=普520c27-29=L方 な し; 52784b21-28=336.1-10器

方 な し[こ の52はLも 普 も50の 前 に あ る]; 53785b15-

21=338.11-19=方 な し[53は58と59の、 間 か ら 移 さ れ た]; 

54 788c5-22=方594b23-c8=Bc, Xlll, 60-67(!)=L普 な し; 55

788c26-790a12=331.20-335.10=方 な し(省 略 さ れ た7); 

56790a12-24(散 文)≒335.10-20(韻 文)[55と56は

連 続 す る]; 57790a24-b2(散 文)≒337.7-15(韻 文)=方 な

し; 58 790b6-14=337.16-338.6=方 な し, 790b15-16=338.7-

10(7)=方 な し; 59 790b17-c6=338.20-340.6=方 な し[57と

58と53と59は 本 来 連 続 し て い る]; 60791a8-20=318.

7-19[Lと 順 序 が 違 っ て い る が、 こ ち ら の 位 置 が 古 い 形 で あ る]

; 61 791c7-792a4=340.9-342.8=普 方 な し; 62792a4-6≒307.

18-19(7)=普 方 な し; 63792a7-15=308.7-14鵠 普 方 な し[61か

ら63は 韻 文 と し て 連 続]; 64794c12-795b11=346.5-348.18; 

(65A801a13-b19=381.3-382.17), 65B801b29-802a27=

382.18-385.7[65Bの 部 分 の み 仏 とLと 普 の 三 者 が 合 致 す る]

[L383.12-17の 韻 文 の 部 分 が 仏 と 方 と 普 で は 散 文 で あ る]; 

66806a24-c6=398.16-399.20[仏 は か な り 増 広]
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以上66箇 所が仏のL断 片なのであるが, この閣那堀多が用いたLは, Lの 系

統のどこに位置するのであろうか。分岐 した系統の横幅と歴史的な流れを, 横軸

と縦軸 として1つ の座標にあらわすならば, 梵文Lと 方の違いは横軸の幅の広さ

を, 普は縦軸上め始点をあらわすであろ う。この座標上に66の 断片を置 き, 普 ・

L・ 方それぞれへの近さを測ることにより, 閣那嘱多の用いたLの 相対的な位置

を決定しうるはずである。

 (1)普 への近さ 11・43・44・<43か ら45の連続性<・51に 普のみに近い特徴を

見ることができる。11は 遊戯観嘱品, 43か ら51は魔怖菩薩品である。またLと 方

より古い特徴は く20から22(空 声勧厭品)の 順序>・42・<60の 位置>に 指摘しうる。

(2) Lへ の近さ 6(?)・41・49・50・52・53・55・56・57・58は 方 より普と:L

に近く, とりわけLの みに近い特徴は, 20・22・30・42・46・59・60・61・62・

63に見 られる。55か ら58は魔怖菩薩品, 20と22は 空声勧厭品, 59か ら63は菩薩降

魔品である。 これ らの諸品はLに 近いといえよう。(3)方 への近さ 方のみに近

い特徴は23・24・26・28・29・31・32・33・35・38・39・47・54に 見 られ, 65B

もLよ り普 と方に近い。23と24は 浄飯王夢品, 26は 耶輸陀羅夢品, 28と29は 捨宮

出家品, 31か ら33は車匿等還品, 38と39は 向菩提樹品である。 これ らの諸品は連

続して方に近いといえよう。しかしここで以下に述べる問題点がある。(4)仏 と

方の一致における問題 方には, 普の古いかたちを捨てて新たに書 き改めた, 大

規模な改変が特に感夢品 ・出家品 ・降魔品において見 られる。いま 「方に近い」

としてあげた, 仏と方のみが一致する部分は, 感夢品 ・出家品を中心 とした方の

改変部分にほかならない。 この改変部分における両者の一致は単に方の改変を仏

がコピーすることによつて起 こつたのだろ うか。 この二致はむしろ, 仏が利用し

たのは別の仏伝であつて, その仏伝が方にも影響を与え, 改変をもたらしたため

起こつたのではないかと私は思 う。その仏伝 とは何か。<Bc系 の発達仏伝>で あ

つたと考える。以下説明しよう。方の出家品における改変は, Bcへ の類 似性が

特徴的である。また方の降魔品の改変においてはBc XIII. 60-67の8偶 が入 り込

んでいる(54を 見よ)。方の改変部分におけるBcと の親近性は疑いえず, 方の改変

において影響を与えた未知の資料は, Bcと かかわ りの深いものであつたと推測

される。一方, 仏の第十九路逢死屍品から第二十六間阿羅遷品を見ると, それ ら

の品で闊那嘱多が用いた仏伝は, Bcの 偶頒を核にしてそれ らを散文に書 きかえ

ることにより成立したものであることがわかる。未知の<Bc系 の発達仏伝>が, 

Lと 平行して存在していたのである。方に見出されたBcの 同じ8偶 が, 仏にも
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見出されることは偶然ではあるまい。 このことは, 方が改変においてその8偶 を

Bcか ら直接取 つたのではなく, 仏が利用したBcと かかわ りの深い文献 を同 じ

く方も利用したことによつて, 結果的にBcの 同じ偶が方にも入 り込んでしまつ

たことを証拠だてていると思われる。(5)位 置づけの困難さ さて私は用いられ

た66の部分について, 普 と梵本Lと の近さを指摘する一方, 方 との近さについて

は別のソースを用いた一致でありうると疑問視した。私は用いられたLは 普 より

後でLと 方 とが成立 ・分岐する前に位置づけ られるのではないかと思 う。しかし

5・10(?)・18・19・33・40・66はLや 方より後の特徴をもつ。35は 方 より新

しい。 これ らを無視することはできない。いつたい疑いな くLと 同一系統 でし

か も現Lよ りはるかに増広加筆されている箇所が仏に見つかるのだが(5・19・66

など), これらは閣那嘱多の用いたLに あつた ものなのか, それ とも用いた資料に

L系 統でより発達した<Lに 近似 した仏伝>が あり, そちらに属 していたのか判

断に苦 しむ。 そのような仏伝の存在は, 仏678a1-c16等 から, 十分疑い うるか ら

である。私は<Lに 近似した仏伝>の 可能性を考慮に入れて, Lと 逐字的に一致

するものと一致にやや疑いが残るものを厳密に分かとうとしたが, 問題はそれほ

ど簡単ではないのに気づいた。Aの 部分が全く一致し, Bの 部分がかな り違 つて

いて, しかもAとBが 内容的にも形式的にもつながつている場合, Aだ けが全

く一致するからといつて, Aか らBを 切 り離してしまうのはおか しいであろう。

この例としては8Aと8B, 9と10, 65Aと65Bが あげられる。さらに深刻なの

は, 上で私はばらばらにLと の一致箇所をあげたが, 閣那堀多は決してこれほど

ばらばらにLを, 部分に切つて用いたわけではないであろ う。彼は 「ひとかたま

り」としてLを 利用しているのに, われわれはそのひとかたま りとして借用され

た部分に, われわれの知るLと の一致と後にできた部分の不一致とを同時に見出

してしまい, 両者を切 り分けて, 後にできた部分を 「異質なもの」として排除 し

てしまつたために, これほ どLと の一致箇所がばらばらになつてしまつた可能性

がある。すると一致部分と一致部分の間にはさまつたLと 異なる部分をどれだけ

容認するか とい う問題が起こつて くる。例えば17と18の 間の部分 もLで あつた と

見なすなら, そのLは 現Lや 方より後に位置すると, 結論せざるを得ないであろ

う。

<キ ー ワー ド>『 仏本 行 集経 』, Lalitavistara, Buddhacarita

(東 北 大 学 大 学 院)
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